
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №222 

市議団ニュース
 

連 絡 先           2023年 １０月 ８日号 

杉野 修  58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  「日本共産党久喜市議団ブログ」 

【議員団控室（市役所５F）の  

住所・久喜市下早見８５－３】 

 

市議団ﾌﾞﾛｸﾞ
ぜひ訪問を 

中
学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
決
定
！ 

９月 
定例会議 
その２ 

 

新型コロナウイルス感染が完全に収束し

たとは言えない中、物価高騰が押し寄せ、

市民の暮らしは厳しさを増しています。

2023 年９月４日に、日本共産党久喜市議

団・久喜市委員会は、梅田市長に対し、2024

年度予算に向けての要望書を提出致しまし

た。227項目にのぼります。 

 

特に要望したい項目について参加者から

それぞれ要望、市長は、「ありがとうござい

ます、よりよい久喜市となるようともに力

を合わせたい」とコメントがありました。 

 予算要望で示した、いのちと暮らしを

守り、福祉優先の実効性が問われます。 と

りわけ、学校給食費無償化の実現について

は、少子化対策としても重要、実施をめざ

してほしいと要望しました。 

基本的には、実施できる財源をどう生み

出すか、ふるさと納税なども含めて考えて

いきたいということでした。 

2024年度 久喜市予算へ  

市民の要望 提出！ 

2024年度予算に向け、主な予算項目 

◆ 物価高騰から市民生活を守ることに全力をつくすこと。 

・値上げを決定した地域公共交通、下水道使用料の値上げは凍結すること。 

・学校給食費の値上げ検討は中止し、久喜市で補填し対応すること。 

◆ 高齢者の命と尊厳を守り、暮らしを保障する政治への転換すること。 

・敬老事業祝い金は増額をはかること。77歳への祝い金支給は、高齢者使

い勝手のよい、商品券ではなく現金で支給すること。 

 ・紙の国民健康保険証は、これまでどおり発行し継続すること。 

 ・補聴器購入補助制度の創設を進めること。 

・介護保険会計では、国の調整交付金が法定分を大幅に下回っている。市が

差額分を補てんし、保険料は引き下げ高齢者の負担軽減を図ること。 

◆ 子ども・子育て世代への支援を充実させること。 

・小中学校の学校給食費を無償化し、子育て世代へ支援を。 

・小中学校の雨漏りを早急に修繕し、トイレの洋式化を進めること。 

・夏休み、学童保育への給食提供を実施にむけて検討すること。 

・フルマラソンの実施計画は白紙に戻すことも含め市民と話し合うこと。 

◆ 地域の居住環境から地球環境までを守るために 

・小中学校の体育館など、公共施設へ太陽光発電の設置を早急に。 

・鷲宮桜田沼井公園のシラサギの大繁殖問題は、環境悪化・健康被害は深刻。

解決に向けた検討を急ぎ進めること。 

◆ 平和を守れ。核兵器禁止条約に直ちに署名し、批准すること。武器輸出は拡

大しないことを国に求めること。 

共産党が提案し続けた結果、市長が答弁！ 実現 
します 

梅
田
市
長
に
予
算
要
望
書
を 

手
渡
す
議
員
と
市
委
員
会 

メ
ン
バ
ー 

◆該当する「緊急防災・減災事業債」は、事業への

充当率が 100％、元利償還金に対する交付税措置率が

70％と、手厚い財政措置となっていますが、期限が設

けられており、「緊急防災・減災事業債」は、2025年・

令和 7年度までに事業が完了との条件です。  

◇
９
月
２８
日
に
閉
会
と
な
っ
た
定
例
議

会
で
、
日
本
共
産
党
久
喜
市
議
団
（
石
田

議
員
）
の
質
問
に
対
し
、
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
「
小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
」
に
つ
い
て
、
梅
田
市
長

は
、
最
近
の
暑
さ
対
策
と
し
て
も
、
避
難

所
と
し
て
も
エ
ア
コ
ン
は
必
要
と
し
、

設
置
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。 

ま
ず
は
、
中
学
校
か
ら
10
校
か
ら
設

置
し
て
い
き
た
い
と
し
、
来
年
度
に
調

査
・
設
計
を
終
え
、
２５
年
度
・
再
来
年

に
は
稼
働
さ
せ
た
い
と
の
こ
と
で
す
。 

◇
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
教
室
に
エ
ア
コ

ン
設
置
を
求
め
て
、
そ
の
設
置
の
後
、
日

本
共
産
党
久
喜
市
議
団
が
一
貫
し
て
実

現
要
望
を
求
め
て
き
た
も
の
で
す
。  

久喜市の中学校 

久喜中学校  (久喜市本町) 

久喜南中学校 (久喜市江面) 

久喜東中学校 (久喜市青葉) 

太東中学校  (久喜市吉羽) 

菖蒲中学校 (菖蒲町上大崎) 

栗橋東中学校 （久喜市栗橋） 

栗橋西中学校  (久喜市間鎌) 

鷲宮中学校   (久喜市鷲宮) 

鷲宮西中学校  (久喜市上内) 

( 西中学校には新たな体育館も ) 

鷲宮東中学校 （久喜市八甫） 

 

栗橋東中学校 

久喜南中学校 

雨漏りがある体育館は

修繕も進め、エアコン

の設置が必要ですね 

２
０
２
５
年
度
に
は
稼
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渡
辺
ま
さ
よ 

液状化後も、安心して住み続けたい・南栗橋

ウ 

 

 

 

渡
辺
ま
さ
よ 

 

久
喜
市
所
久
喜
７
０
５―

３ 

 

石
田
と
し
は
る 

 

久
喜
市
栗
橋
東
５―

７-

21 

 

杉
野
お
さ
む 

 

久
喜
市
桜
田
３
丁
目
７
・
１
・
５
０
４ 

 
１ 
県
道
川
越
栗
橋
線
・
上
清
久

交
差
点
の
改
善
を
急
げ 

問 

県
道
川
越
栗
橋
線
の
改
善
要

求
は
長
い
間
続
け
て
い
る
が
、
な

か
な
か
進
ま
な
い
。
上
清
久
交
差

点
右
折
帯
設
置
に
つ
い
て
は
地

元
説
明
会
が
開
か
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

Ｒ
５
年
１
２
月
か
ら
測
量
、

Ｒ
６
年
か
ら
用
地
買
収
、
進
捗
状

況
で
順
次
工
事
に
着
手
す
る
の

で
完
了
時
期
は
示
せ
な
い
。 

問 

上
清
久
交
差
点
よ
り
南
の
横

断
歩
道
に
信
号
機
の
設
置
、
六
万

部
橋
の
渋
滞
改
善
、
備
前
前
堀
川

の
橋
設
置
、
歩
道
の
設
置
は
。 

答 

杉
戸
県
土
事
務
所
、
警
察
署

に
要
望
し
て
い
る
が
改
善
、
設
置

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
六
万
部
橋

手
前
の
た
ま
り
場
や
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
設
置
改
善
は
行
っ
た
。
今
後

も
働
き
か
け
て
い
く
。 

２ 

凸
凹
が
ひ
ど
い
道
の
改
善
を 

問 

六
万
部
の
清
久
小
の
北
側

2
23

号
線
の
凸
凹
の
改
善
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

答 

当
該
箇
所
の
補
修
を
し
た
。 

問 

同
じ
路
線
の
清
久
小
よ
り
の

修
繕
を
お
願
い
し
た
い
。
久
喜

中
央
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
駐
車
場
の

横
の
凸
凹
の
改
善
は
ど
う
か
。 

答 

マ
ン
ホ
ー
ル
等
の
調
査
が
必

要
だ
が
、
修
繕
工
事
の
実
施
を

検
討
し
て
い
く
。 

３ 

低
所
得
者
の
命
を
守
る
た
め

に
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
・
交
換
・

電
気
使
用
料
の
市
の
補
助
を 

問 

猛
暑
が
続
き
熱
中
症
に
な

る
事
例
が
増
え
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
物
価
高
騰
、
電
気

料
金
の
値
上
げ
な
ど
で
、
高
齢

者
が
生
活
苦
の
た
め
、
エ
ア
コ

ン
を
使
わ
な
い
、
購
入
で
き
な

い
、
買
い
換
え
が
で
き
な
い
等

で
命
を
落
と
す
例
が
出
て
い

る
。
市
は
補
助
制
度
を
作
り
、

命
を
守
る
政
策
を
す
べ
き
。 

答 

電
気
使
用
量
が
過
大
に
な

る
こ
と
を
恐
れ
て
、
利
用
し
な

い
高
齢
者
や
生
活
困
窮
に
よ

り
エ
ア
コ
ン
が
購
入
で
き
な

い
方
が
お
ら
れ
る
と
推
測
し

懸
念
し
て
い
る
。「
価
格
高
騰

重
点
支
援
給
付
金
」
を
実
施
し

て
い
る
。
新
た
な
制
度
は
考
え

て
い
な
い
。 

問 

様
々
な
自
治
体
で
エ
ア
コ

ン
の
設
置
補
助
を
進
め
て
い

る
。
久
喜
市
も
取
り
組
む
べ
き

だ
。
生
活
保
護
の
「
夏
季
加
算
」

も
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。 

答 

生
保
の
「
夏
季
加
算
」
は
毎

年
国
へ
要
求
し
て
い
る
。
エ
ア

コ
ン
購
入
は
社
協
の
貸
付
制

度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。 

 

大
規
模
水
害
対
策 

 

逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
の
避
難
体
制
を 

問 

内
閣
府
は
、
市
長
に
向
け
災
害

対
応
動
画
を
作
成
し
危
機
を
乗
り

切
れ
る
か
ど
う
か
は
市
長
の
判
断

と
行
動
に
係
っ
て
い
る
と
投
げ
か

け
て
い
る
。
市
長
の
受
け
止
め
は
。 

答 

視
聴
し
、
責
任
の
重
さ
を
再
認

識
し
た
。
陣
頭
指
揮
を
と
り
、
避
難

情
報
は
躊
躇
な
く
発
令
す
る
。 

問 

２
０
１
９
年
の
台
風
19
号
時

は
、
避
難
勧
告
発
令
が
深
夜
の
２

時
。
同
じ
規
模
の
台
風
が
来
た
ら
、

現
在
の
避
難
情
報
発
信
は
何
時
に

な
る
の
か
。
具
体
的
に
説
明
を
。 

答 

①
鉄
道
の
計
画
運
休
の
可
能
性

が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
学
校
の
休

校
を
検
討
、
バ
ス
の
手
配
を
調
整
。 

②
鉄
道
運
休
が
決
定
し
た
段
階
で
自

主
避
難
所
の
開
設
日
時
を
周
知
。 

③
水
位
到
達
、
降
雨
の
状
況
を
勘
案

し
、
明
る
い
時
間
帯
に
警
戒
レ
ベ

ル
３
の
高
齢
者
避
難
を
発
令
。 

バ
ス
を
配
車
し
、
移
動
手
段
の
な

い
希
望
者
の
方
を
総
合
運
動
公

園
、
菖
蒲
文
化
会
館
へ
移
送
す
る
。 

④
そ
の
後
警
戒
レ
ベ
ル
４
、
避
難
指

示
を
発
令
す
る
。 

問 

栗
橋
地
区
は
98

%
が
広
域
避

難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ス
で

の
避
難
者
や
、
支
援
を
必
要
と
す
る

方
の
人
数
を
把
握
す
べ
き
。 

答 

避
難
さ
れ
る
人
数
は
、
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
想
定
し
て
い
な

い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
も
取
ら
な
い
。 

問 

バ
ス
は
、
洪
水
避
難
決
断
ブ
ッ

ク
で
示
す
、
☆
マ
ー
ク
一
つ
の
避

難
所
に
配
車
す
る
が
、
バ
ス
会
社

に
は
何
台
要
請
す
る
の
か
。 

答 

バ
ス
会
社
に
は
７
台
要
請
す
る

が
、
バ
ス
会
社
が
配
車
可
能
な
台

数
が
来
る
こ
と
に
な
る
。 

問 

広
域
避
難
訓
練
は
、
指
定
避
難

所
☆
１
つ
の
個
所
す
べ
て
に
バ
ス

を
配
車
し
、
要
支
援
者
の
方
も
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。 

答 

要
支
援
の
方
と
共
に
、
民
生
委

員
さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
い
た
。 

問 

群
馬
県
板
倉
町
で
は
、
車
両
に

よ
る
避
難
を
位
置
づ
け
避
難
場
所

を
確
保
。
久
喜
市
も
考
え
る
べ
き
。 

答 

総
合
運
動
公
園
、
菖
蒲
文
化
会

館
を
周
知
し
て
い
る
。 

 

問 

菖
蒲
に
建
設
す
る
「
菖
蒲
道
の

駅
」
を
避
難
場
所
に
す
べ
き
。 

答 

栗
橋
・
鷲
宮
方
面
か
ら
の
避
難

場
所
と
し
て
い
る
。(

184
台) 

問 
緊
急
情
報
架
電
サ
ー
ビ
ス
、(

市

か
ら
電
話
が
来
る
シ
ス
テ
ム)

申
請
者
は

現
在
22
名
と
少
な
い
。「
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
」
を
登
録
し
て
い
る
方
に

は
「
プ
ッ
シ
ュ
式
」
で
案
内
す
べ
き
。 

答 

関
係
部
署
と
協
議
し
て
進
め
て

い
く
。 

答 

シ
ロ
サ
ギ
が
子
育
て
し
、
コ

ロ
ニ
ー
を
形
成
し
て
い
る
間

は
、
捕
獲
や
、
傷
つ
け
た
り
す
る

こ
と
は
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

た
め
、
で
き
な
い
。 

問 

ま
ず
、
こ
れ
以
上
コ
ロ
ニ
ー 

を
拡
げ
な
い
た
め
に
、
周
辺
の

樹
木
の
剪
定
や
伐
採
を
す
す
め

る
こ
と
が
必
要
だ
。
ま
た
「
追
い

払
い
」
の
効
果
的
な
方
法
と
し

て
「
鷹
の
放
鳥
」
が
あ
る
が
検
討

し
た
か
。 

答 

兼
の
方
で
は
、
現
状
で
は
許 

可
で
き
な
い
と
聞
い
た
。 

問 

子
育
て
が
終
わ
っ
て
い
れ
ば 

害
鳥
と
し
て
駆
除
は
で
き
る
は

ず
だ
が
、
ど
う
か
。 

答 

当
面
は
、
清
掃
や
、
樹
木
の
伐 

採
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

東
鷲
宮
駅
に
「
伝
言
板
」
の 

 

設
置
を
し
て
は
ど
う
か 

問 

か
つ
て
「
昭
和
の
時
代
」
に
は 

 

ど
の
駅
に
も
あ
っ
た
伝
言
板
が

都
内
や
、
横
浜
な
ど
で
復
活
し
、

多
く
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る

と
い
う
。
久
喜
市
に
も
、
必
ず
再

び
「
利
用
し
た
い
、
し
て
み
た

い
」
と
い
う
市
民
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
は
ず
だ
。
先
ず
東
鷲
宮
駅

で
試
験
的
に
実
施
し
て
、
好
評

な
ら
ば
、
久
喜
駅
に
設
置
す
る

形
で
検
討
で
き
な
い
か
。 

答 

落
書
き
や
誹
謗
中
傷
の
記

入
、
管
理
の
問
題
な
ど
が
あ
り
、

維
持
す
る
こ
と
が
困
難
だ 

   

問 

東
京

２３
区
な
ど
の
都
心
部

も
、
１０
区
が
、
ま
た
、
千
葉
県
で

は
５４
自
治
体
中
、
５３
が
無
償
化

実
施
へ
、
埼
玉
県
で
は
、
坂
戸
市

が
先
進
的
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

今
物
価
高
騰
で
く
ら
し
が
大
変

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
子
育
て
世
代

を
応
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
市

の
姿
勢
を
伺
う
。 

答 

い
ま
国
が
「
無
償
化
に
向
け
て 

全
国
ベ
ー
ス
で
実
態
調
査
を
す

る
こ
と
。
ま
た
具
体
的
な
方
策
を

検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。 

問 

昨
年
度
は
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
て
「
給
食
費
の
無
償
化
」
を

こ
の
３
月
ま
で
実
現
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
、
子
育
て
世
帯
の
た
め

の
政
策
と
し
て
は
、
何
の
問
題
も

な
い
は
ず
だ
が
。
梅
田
市
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
が
、
い
か
が
か
。 

答 

国
の
動
向
を
し
っ
か
り
と
見

極
め
な
が
ら
、
久
喜
市
と
し
て
も
し

か
る
べ
き
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。 

沼
井
公
園
の
白
サ
ギ 

被
害
深
刻
！
対
策
を
！ 

問 

桜
田
の
沼
井
公
園
に
大
量
の

シ
ラ
サ
ギ
が
コ
ロ
ニ
ー
を
つ
く

り
、
住
民
に
多
大
な
環
境
被
害
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
市
民
に
安
穏
な

暮
ら
し
を
確
保
す
る
こ
と
を
市

は
最
優
先
で
実
現
す
べ
き
だ
。 

  
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を 

 

実
施
に
向
け
て
検
討
を 

市民の「暮らし優先に」一般質問に対する答弁！前進も 
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